
令和３年度 ICTを活用した学びのDX事業【取組事例】

情報モラル・情報リテラシーを育成する「A-Gtime!」の取組

旭川市立朝日小学校

（取組のポイント）

情報モラル及び情報リテラシーの指導を充実させることが重要であることから、ICT機器と
の向き合い方について適切に判断できるようにするとともに、ICT機器を学びのツールとする
意識を高めていくことが必要であると考え、「A-Gtime!（Asahi-GIGA time!)」のカリキュ
ラムを作成した取組

●情報モラル・情報リテラシーの育成に関するカリキュラムの作成

○ 教員の情報モラル及び情報リテラシーの指導への意識が高まった。

○ 児童が健康面に留意しながらICT機器の活用を心がけるようになった。

取組に当たっての課題意識

取組の成果

具体の取組例 事業との関連等

○ 校内組織の設置

・カリキュラム準備委員会を発足
【組織体制】
・教頭、主幹教諭、教務部長、ICT担当者

○ 情報モラル・情報リテラシーカリキュラムの作成
・事前アンケートの実施
・教育指導資料の洗い出し（活用教材の選定）
・全体指導計画の作成（情報モラル・情報リテラシー）
・年間配当時数の決定（各学年10時間程度）
・全時間の指導計画作成

○ 情報モラル・情報リテラシーに関わる授業の実施

・ミニ研修の実施
・児童の発達の段階に合わせた授業

○ 授業実践の振り返りと改善
・児童アンケートの実施
・カリキュラムの改善

・旭川市教育委員会によ
る助言と情報提供
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